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実りの秋



議
案
審
議

　令和５年第３回定例会は、９月１日から１５日までの１５日間の会期で開催され、10議案が原案どおり可決し、
令和４年度決算認定については、決算特別委員会に付託、審議し５議案を認定しました。また１人事案は適任。

こんな
ことが 決まりました

令和５年　第３回定例会で

15議案　可決認定　　１人事案　適任

上峰町印鑑条例の一部改正
　移動端末設備（スマホ）を利用して多機能端末機（コンビニ）を介して、
印鑑登録証明書の交付を申請することができるようになりました。

全
員

賛
成

タウンチャンネル事業委託料 880万円880万円
SNS、YouTubeなどを活用したマーケティン
グ広報、危機管理情報発信、Dボタン広報紙や
動画の編集作成管理などを一括し行うため。

麦・大豆生産技術向上
事業補助金 435万円435万円
麦・大豆の国産化を推進するため作付けの団地
化の推進や生産拡大に向けた機械導入の補助金。

災害復旧費

７月豪雨で発生した災害の復旧工事を行う。

2,549万円2,549万円

1,624万円1,624万円

庁舎周辺インターロッキング
改修工事
町民センター周辺インターロッキ
ング改修工事

541万円541万円

141万円141万円
令和６年度開催の国民スポーツ大会及び全国障害
者スポーツ大会開催地としての環境美化のため。

地域公共交通再構築事業用地購
入費及び補償費 3,883万円3,883万円
幹線バスと通学福祉バスとの接続の改善を
行うために新しくバス停を設置する。

令和５年度 一般会計補正予算（第３号）

３億4,435万２千円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

消防団格納庫解体工事
旧第３部格納庫の解体を行う。

547万円547万円

農林施設災害復旧工事

公共土木施設災害復旧工事
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議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９１０
蔵
戸　

新

石
橋　

信

江
﨑
文
男

鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

吉
富　

隆

寺
﨑
太
彦

大
川
隆
城

 第３回定例会

46 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度上峰町一般会計補正予算（専決第２号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

47 上峰町印鑑条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

48 上峰町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

49 上峰町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

50 令和５年度上峰町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

51 令和５年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

52 令和５年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

53 令和５年度上峰町土地取得特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

54 令和５年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

55 令和４年度上峰町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

56 令和４年度上峰町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

57 令和４年度上峰町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

58 令和４年度上峰町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

59 令和４年度上峰町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

60 佐賀県市町総合事務組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問
2
人権擁護委員候補者の推薦について 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

― 地方財政の充実・強化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

― 保育所等保育施設の職員配置基準改善を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

― 令和4年度決算特別委員会審査報告について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和５年　第３回定例会　議案賛否表
〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対
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議
案
審
議

記

１．�社会保障の維持・確保、人への投資も含めた地域活性化、デジタル化、脱炭素化、防災・減災、物価高騰対策、
地域公共交通の再構築など、増大する地方公共団体の財政需要を的確に把握するとともに、それを支える
人件費を重視し、十分な地方一般財源総額の確保をはかること。

２．�とりわけ、今後一層求められる子育て対策、また地域医療の確保、介護や生活困窮者の自立支援など、急
増する社会保障ニーズが自治体の一般行政経費を圧迫することから、地方単独事業分も含め、十分な社会
保障経費の拡充をはかること。特に、これらの分野を支える人材確保に向けた自治体の取組を十分に支え
る財政措置を講じること。

３．�地方交付税の法定率を引き上げるなどし、臨時財政対策債に頼らない、より自律的な地方財政の確立に取
り組むこと。また、地域間の財源偏在性の是正に向けては、所得税や偏在性がより小さい消費税を対象に
国税から地方税への税源移譲を行うなど、より抜本的な改善を行うこと。

４．�引き続きの新型コロナウイルス感染症対策として、５類移行後におけるワクチン接種体制や保健所も含め
た医療提供体制について、自治体での混乱が生じることのないよう、十分な財政措置やより速やかな情報
提供などを行うこと。

　その他、まち・ひと・しごと創生事業費、会計年度任用職員制度の運用、特別交付税の減額措置を行わないこと、
デジタル化における自治体業務システムの標準化、森林環境譲与税、人口減少に直面する小規模自治体を支援、
以上計10項目、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

記

１．保育施設の配置基準をOECD先進国並みの配置基準に改善すること。

２．�保育施設・学童保育施設等職員の処遇を改善し、標準的な労働者の年収を確保するための予算を措置する
こと。

３．保育施設・学童保育施設で働く職員の人員確保策を迅速に策定・実施すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　令和５年９月１5日
� 　佐賀県上峰町議会

国に対し 意見書を提出
地方財政の充実・強化を求める意見書

保育所等保育施設の職員配置基準改善を求める意見書

全
員

賛
成

全
員

賛
成
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決

算

一般会計

特別会計

主な財政指標

歳入総額
233億
3,918万
9千円

歳出総額
228億
4,715万円

町税
13億6,363万2千円
5.8%

諸収入他
3億1,782万2千円
1.5%

地方交付税
11億8,950万8千円
5.1%

使用料・手数料
7,401万円
0.3%
国庫支出金
11億2,491万円
4.8%
県支出金
4億2,583万6千円
1.8%

町債
1億3,853万4千円
0.6%
繰越金
3億3,341万1千円
1.4%

繰入金
72億617万5千円
30.9%

寄附金
108億7,415万9千円
46.6%

各種交付金
2億9,119万3千円
1.2%

総務費
181億2,182万6千円
79.3%

民生費
16億693万8千円
7.0%

衛生費
7億3,395万4千円
3.2%

農林水産業費
4億8,480万8千円
2.1%

消防費
1億9,355万4千円
0.8%

教育費
6億1,615万6千円
2.7%

公債費
3億4,035万9千円
1.5% その他

2億4,673万7千円
1.2%土木費

5億281万8千円
2.2%

令和４年度 一般会計・特別会計　　算を認定決

歳入総額233億3,918万９千円：歳出総額228億4,715万円：差引額４億9,203万９千円

　令和５年９月１日の本会議において、令和４年度上峰町一般会計歳入歳出決算及び各種特別会計歳入歳
出決算が決算特別委員会に付託されました。９月４日から６日の３日間にわたり厳正なる審査が行われ、
慎重な審査の結果、適正であることを認め全員賛成をもって認定すべきものと決定されました。
　認定した内容は次のとおりです。

特別会計名称 歳入総額 歳出総額 差引額

国 民 健 康 保 険 11億103万3千円 9億9,492万5千円 1億610万8千円

後 期 高 齢 者 医 療 1億2,743万2千円 1億2,631万6千円 111万6千円

土 地 取 得 177万7千円 0千円 177万7千円

農 業 集 落 排 水 7億3,787万3千円 6億9,195万円 4,592万3千円

指標の説明 Ｒ４年度 前年度

財 政 力 指 数 町の財政力を表す指数。１に近い団体ほど自主財源の割
合が高く、財政に余裕があるとされる。 0.55％ 0.58％

経 常 収 支 比 率 町の財政の弾力性を表す指標。数値が低い団体ほど自由
に使える財源が多いとされる。 94.7％ 86.7％

実 質 公 債 費 比 率
町の借金返済額が標準財政規模に占める割合を表す指
標。18％を超えると起債発行の際に許可が必要となり、
25％を超えると起債発行に制限がかかる。

9.0％ 10.0％

将 来 負 担 比 率 現時点で、町が将来負担すべき債務が標準財政規模の何
倍あるかを表す指標。 － －

（千円未満を四捨五入しているので、総額と一致しない場合があります）
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予

算

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎繰越金� 2億9,224万2千円
◎普通交付税� 1億4,802万4千円
◎ふるさと納税寄附金基金繰入金
� 8,087万4千円
◎農林災害復旧負担金� 1,417万4千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎財政調整基金費積立金� 1億7,090万円
◎用地買収に伴う補償費� 2,657万8千円
◎農林施設災害復旧工事� 2,549万9千円
◎公共土木施設災害復旧工事
� 1,826万6千円

歳入
163億

2,850万6千円

歳出
163億

2,850万6千円

町税
13億6,844万8千円 
8.4%

地方交付税
12億8,802万4千円 
7.9%

国庫支出金
9億1,047万4千円
5.6%

県支出金
4億4,061万7千円
2.7%

繰入金
50億7,246万4千円 
31.1%

町債
2億1,102万4千円
1.3%

寄附金
60億111万1千円
36.8%

その他
10億3,634万4千円
6.2%

総務費
112億8,639万7千円
69.1%

民生費
17億2,839万7千円
10.6%

農林水産業費
4億3,812万円
2.7%

土木費
5億5,921万9千円
3.4%

教育費
6億5,158万5千円
4.0%

公債費
3億260万7千円
1.9%
その他
3億471万3千円
1.8%

消防費
2億1,513万6千円
1.3%

衛生費
8億4,233万2千円
5.2%

本会期までの累計

一 般 会 計 ３億5,254万円増額して、総額163億2,850万６千円となる。

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

　９月定例会にて、補正予算案２議案が上程され、可決されました。補正内容は次のとおりです。なお、＊専決処分
の金額を含みます。

特 別 会 計
国民健康保険特別会計
8,783万８千円増額し、11億6,538万５千円となる
後期高齢者医療特別会計
118万７千円増額し、１億2,980万１千円となる

農業集落排水特別会計
4,598万２千円増額し、６億8,275万８千円となる

土地取得特別会計
177万６千円増額し、179万円となる

議長交際費の支出状況（令和５年度上半期）

区分 支出金額 支出内容
会費 5,000円 上峰町遺族会懇談会
会費 3,000円 知事・市町議長懇談会
支援金 5,000円 原水爆禁止世界大会
お祝 10,000円 上峰町近圏少年剣道錬成大会
献花 10,000円 上峰町戦没者追悼式
合計 33,000円

令和５年度　　正予算補

＊専決処分とは…本来議会の議決を経なければならない事柄を、法の規定に基づき、議決の前に自ら処理すること 6



一
般
質
問

　この度の定例会で一般質問に登壇した議員は9名となります。通告の質問事項は、下記の通りとなりますが、
議会の様子も編集後にホームページで掲載されますので、あわせてご覧ください。

No. 議　員 頁質問事項（◯印の質問事項が記事になっております）

１
①気候変動による災害対策
②上峰町中心市街地活性化事業について
③ふるさと納税について

P.8
吉富隆議員

２
①農業振興
②町内道路の維持管理について
３ＤＸについて

P.9
吉田豊議員

３
①農業振興について
②水害対策について
③消防団について
④安心・安全なまちづくりについて

P.10
石橋信議員

４
①公共施設について
②災害対策について
③地域振興対策について
４健康対策について

P.11
寺﨑太彦議員

５
①上峰町健康づくり事業について
②中心市街地活性化事業について
③ふるさと納税寄附金について
４水害対策について

P.12
原直弘議員

６
①中心市街地活性化事業について
②公園整備について
３上峰町定員管理計画について

P.13
江﨑文男議員

７
①集落支援員の活動状況について
②鳥獣被害対策について
③各種イベントの開催状況について

P.14
蔵戸新議員

８
①災害に伴う被害と対策について
②中心市街地活性化事業について
３農家の所得向上の取組について

P.15
鈴木千春議員

９
１牛肉産地偽装事件を受けて、ふるさと納税返礼品の管理について
２行政のデジタル化について
３中心市街地活性化事業について
④佐賀駅南のクスノキの引受けの件について
⑤当地開催のSAGA2024国スポ・全障スポについて

P.16

大川徹也議員

一般
質問
そこが聞きたい!!

令和５年度　第３回定例会（９月）
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発
行
為
申
請
手

続
の
期
間
中
を
活
用
し

な
が
ら
準
備
を
進
め
て

い
る
旨
伺
っ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用

し
て
実
施
す
る
定
住
促

進
住
宅
整
備
に
向
け
た

手
続
き
に
つ
い
て
も
着
々

と
進
行
し
て
い
る
と
こ

ろ
。タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
開
発
行

為
許
可
後
に
造
成
に
入

り
令
和
５
年
度
に
簡
易

問
気
候
変
動
に
よ
る
災

害
対
策
に
つ
い
て
町

の
考
え
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

３０
年
ま
た
５０
年
に
一

度
と
言
わ
れ
る
豪
雨
が

毎
年
発
生
し
て
い
る
現

状
を
認
識
し
、
気
候
変

動
を
踏
ま
え
、
災
害
対

策
に
つ
い
て
更
な
る
検

討
及
び
対
応
を
行
う
。

問
気
候
変
動
に
よ
る
今

後
、
町
と
し
て
の
具

体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

対
策
の
柱
の
一
つ
と

な
る
の
は
、「
流
域
治
水
」

に
よ
る
災
害
対
応
と
考

え
る
。
こ
れ
は
従
来
の

河
川
管
理
者
等
に
よ
る

治
水
対
策
に
加
え
、
国
、

県
、
企
業
、
住
民
等
あ

ら
ゆ
る
関
係
者
に
よ
る

流
域
全
体
で
の
治
水
に

よ
り
安
全
度
を
向
上
さ

せ
る
取
組
み
で
あ
り
、

問
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業

に
つ
い
て
町
の
考
え

は
。答

産
業
課
長　
上
峰
町

の
区
域
は
狭
い
の
で

隣
町
と
合
同
で
こ
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
を

推
進
で
き
な
い
か
と
い

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
及

び
定
住
促
進
住
宅
の
着

工
、
令
和
６
年
度
に
、

文
教
施
設
の
着
工
を
目

途
と
し
、
体
育
館
に
つ

い
て
は
、
実
施
計
画
を

本
年
度
策
定
を
し
て
、

以
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
見
通
す
こ
と
に
な
る
。

問
単
位
制
・
通
信
制
の

高
校
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
４
月
オ
ー
プ

ン
に
間
に
あ
う
の
か
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
が
進
め
て
い
る
事

業
に
つ
い
て
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
向
け
て
着
々
と
努

力
を
積
み
重
ね
て
い
く

と
の
こ
と
で
私
ど
も
の

方
で
も
聞
い
て
い
る
と

町
に
お
い
て
も
防
災
に

関
し
て
は
総
力
戦
で
挑

む
必
要
が
あ
る
と
の
認

識
を
持
っ
て
「
流
域
治

う
よ
う
な
取
組
み
を
今
、

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

要望
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業

に
つ
い
て
は
、
町
が

先
頭
に
立
っ
て
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
農
業
を
進
め

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

水
」
へ
の
転
換
に
向
け

た
災
害
対
応
に
あ
た
っ

て
い
る
。

要望
今
後
町
の
計
画
は
、

町
の
大
き
な
問
題
と

し
て
捉
え
、
災
害
の
な

い
町
づ
く
り
を
強
く
要

望
す
る
。

こ
ろ
。
ま
た
、
町
の
方

で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
し
て
や
っ

て
い
く
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
、
粛
々
と
進
め
て

い
る
と
い
う
状
況
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
。
令
和
５
年
度

の
進
捗
状
況
は
。

答
創
生
室
長　
上
峰
町

は
、
全
国
的
に
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
と

こ
ろ
。
今
後
に
お
い
て

も
町
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

問
令
和
４
年
度
の
今
の

時
期
と
令
和
５
年
度

の
今
の
時
期
と
比
較
し

た
と
き
に
、
寄
附
の
金

額
と
件
数
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答
創
生
室
長　
令
和
５

年
７
月
末
現
在
の
寄

附
件
数
が
２７
万
８
千
件
。

金
額
に
つ
い
て
は
、
７

月
末
で
２４
億
２
千
９
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
と
比
較
を

す
る
と
、
昨
年
度
よ
り

も
伸
び
て
い
る
。

今
後
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
計
画
は

開
発
行
為
申
請
手
続
の
準
備

気
候
変
動
に
よ
る
災
害
対
策
は

気
候
変
動
を
踏
ま
え
対
策

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
に
つ
い
て
町
の
考
え
は

推
進
で
き
な
い
か
取
組
み
中

吉富　隆 議員
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質
問

問
実
演
は
い
つ
で
き
る

か
。

答
産
業
課
長　
実
演
の

時
期
は
近
々
に
行
お

う
と
い
う
こ
と
で
、
計

画
し
て
い
る
段
階
だ
。

機
械
も
多
数
あ
る
の
で

メ
ー
カ
ー
に
出
向
き
、

見
て
み
た
い
の
で
、
そ

れ
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。

問
導
入
に
向
け
て
検
討

と
い
う
答
弁
だ
が
、

デ
モ
機
の
搬
入
が
可
能

か
ど
う
か
を
確
認
す
れ

ば
す
ぐ
に
で
き
る
だ
ろ

う
し
、
場
所
に
つ
い
て

は
相
手
が
あ
る
か
ら
説

得
に
少
々
の
時
間
は
必

要
と
い
う
こ
と
は
理
解

す
る
。
予
算
要
求
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
は
無

理
に
し
て
も
、
来
年
度

導
入
に
向
け
て
、
一
年

あ
れ
ば
、
場
所
の
選
定

も
で
き
る
だ
ろ
う
か
ら

そ
の
点
に
つ
い
て
課
長

の
見
解
を
。

答
産
業
課
長　
来
年
度

当
初
予
算
に
は
、
こ

ぎ
つ
け
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
町
長
視
察
を
通

じ
て
、
竹
材
の
破
砕
に

よ
っ
て
生
じ
る
生
チ
ッ

プ
を
す
き
込
む
と
い
う

こ
と
は
推
奨
さ
れ
な

か
っ
た
。
大
気
中
の
菌

の
付
着
が
必
要
な
た
め

数
年
放
置
し
た
も
の
を

施
用
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
の
こ
と
。

ま
り
の
道
路
だ
と
か
の

理
由
で
町
道
に
認
定
で

き
な
い
と
町
道
認
定
を

拒
ん
で
き
た
。
私
の
法

の
解
釈
か
ら
は
、
今
ま

で
の
建
設
課
の
対
応
は
、

法
の
趣
旨
に
反
し
、
違

法
性
が
あ
る
よ
う
に
理

解
し
て
い
る
。
６
月
議

会
で
町
長
は
濫
用
は
い

か
ん
と
い
う
判
例
が
出

て
い
る
と
い
う
こ
と
も

言
わ
れ
た
が
、
住
民
や

区
か
ら
要
望
が
出
た
分

に
つ
い
て
は
、
私
は
濫

用
に
は
当
た
ら
な
い
と

思
う
。
今
ま
で
の
積
み

残
し
た
分
に
対
し
て
町

道
の
認
定
が
必
要
に

な
っ
て
来
る
。
い
つ
ま

で
に
町
道
の
認
定
作
業

に
取
り
組
む
の
か
、
そ

れ
に
つ
い
て
答
弁
を
。

答
建
設
課
副
課
長　
町

道
路
規
則
の
定
め
に

よ
り
、
全
て
を
町
道
に

認
定
す
る
こ
と
は
で
き

か
ね
る
。

要望
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
次
の
議
会
で
議

論
し
た
い
。

問
現
地
研
修
の
結
果
竹

肥
料
と
し
て
の
活
用

も
考
え
て
い
る
よ
う
だ

が
。答

産
業
課
長　
私
と
し

て
は
、
土
壌
改
良
剤

と
し
て
の
活
用
が
経
費

的
に
も
安
く
て
済
む
よ

う
だ
。

問
メ
ー
カ
ー
の
デ
モ
機

で
実
演
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
産
業
課
長　
デ
モ
機

に
よ
る
実
演
は
必
要

だ
と
考
え
る
。
粉
砕
機

の
騒
音
を
含
め
設
置
場

所
の
検
討
中
だ
が
、
選

定
に
苦
慮
し
て
い
る
。

問
道
路
法
逐
条
解
説
で

は
、国
道
・
県
道
は
、

構
造
令
で
厳
し
く
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
市
町

村
道
路
に
つ
い
て
は
、

毛
細
血
管
の
ご
と
く
多

種
多
様
な
道
路
が
あ
る
。

従
っ
て
道
路
構
造
令
で

も
市
町
村
道
路
の
一
級

町
道
、
二
級
町
道
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
道
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
規
定
は
な
く
、
住

民
の
要
望
に
応
え
て
速

や
か
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
弾
力
的
な
条
項

に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
６
月
議
会
で

建
設
課
長
と
１
時
間
か

け
て
議
論
を
し
て
確
認

し
た
。
区
長
を
通
じ
て

要
請
が
あ
っ
た
り
し
た

場
合
も
幅
員
が
狭
い
か

ら
と
か
町
有
地
で
は
な

い
か
ら
と
か
、
行
き
止

な
ぜ
全
て
の
道
路
を
舗
装
で

き
な
い
の
か

町
道
路
規
則
に
合
致
し
て
い
な
い

土
壌
改
良
剤
と
し
て
竹
チ
ッ
プ
を

来
年
度
内
に
機
械
導
入

町道の未舗装道路

吉田　豊 議員
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般
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問
安
全
な
農
作
業
に
向

け
て
法
面
の
危
険
な

草
刈
り
作
業
の
改
善
は
。

答
産
業
課
長　
多
面
的

機
能
交
付
金
で
自
走

式
畦
畔
草
刈
機
購
入
ま

た
防
草
シ
ー
ト
で
雑
草

対
策
な
ど
取
組
む
組
織

が
あ
る
。

問
法
面
に
は
水
路
、
高

低
差
等
危
険
が
伴

う
。
町
内
の
農
業
従
事

者
の
平
均
年
齢
は
７１
歳

く
ら
い
で
、
高
低
差
が

多
い
北
部
で
は
７５
歳
で

あ
る
。
不
安
定
な
体
勢

で
の
作
業
な
の
で
き
つ

く
危
険
で
あ
り
、
本
人

の
体
力
も
年
々
お
ち
て

い
く
。
他
地
域
で
は
ノ

シ
バ
を
植
え
景
観
も
良

く
手
入
れ
し
易
く
低
コ

ス
ト
と
の
こ
と
。
今
後

農
業
を
継
承
さ
れ
る
方

も
安
全
に
楽
に
で
き
る

よ
う
に
ノ
シ
バ
の
取
組

み
を
検
討
願
う
。

答
産
業
課
長　
地
区
の

人
よ
り
希
望
等
を

募
っ
て
モ
デ
ル
地
区
を

選
定
し
取
組
む
。

問
竹
チ
ッ
プ
利
活
用
範

囲
は
。

答
産
業
課
長　
事
業
化

を
検
討
し
て
い
る
。

有
機
農
業
の
た
め
の
土

壌
改
良
剤
と
し
て
の
活

用
、
林
道
な
ど
へ
の
散

布
に
よ
る
路
面
補
修
な

問
切
通
川
反
乱
防
止
に

向
け
た
右
岸
側
の
改

善
計
画
は
。

答
建
設
課
副
課
長　
今

年
度
の
工
事
は
中
津

隈
橋
上
流
護
岸
か
ら
西

の
区
間
と
、
み
や
き
町

と
当
町
の
町
境
で
県
道

問
第
４
部
消
防
団
格
納

庫
更
新
計
画
の
進
捗

は
。答

総
務
課
副
課
長　
消

防
格
納
庫
設
備
、
広

さ
な
ど
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
土
地
取
得
の

手
続
き
に
係
る
不
動
産

鑑
定
料
を
補
正
予
算
に

問
危
険
木
伐
採
事
業
の

成
果
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

自
宅
敷
地
内
に
危
険

木
を
抱
え
災
害
に
よ
る

倒
木
被
害
を
心
配
さ
れ

た
町
民
か
ら
相
談
が

あ
っ
て
い
る
。
現
在
ま

で
に
２１
件
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
る
。

問
事
業
は
高
評
価
だ
が

今
後
の
予
算
計
画
は
。

問
消
防
団
入
団
年
齢
制

限
の
撤
廃
に
つ
い
て
は
。

答
総
務
課
副
課
長　
現

在
消
防
団
員
の
入
団

時
要
件
と
し
て
満
１８
歳
以

上
４５
歳
未
満
と
規
定
し
て

い
る
。
入
団
時
の
年
齢
制

限
を
撤
廃
す
る
こ
と
が
団

員
増
に
有
効
な
手
段
と
考

え
る
が
、
現
状
の
中
で
増

や
す
取
組
み
が
必
要
と
考

え
る
。

か
も
し
く
は
撤
廃
す
る
の

ど
考
え
て
い
る
。

北
茂
安
三
田
川
線
が
最

も
近
接
す
る
区
間
。

要望
今
回
は
３４
号
線
か
ら

下
流
に
つ
い
て
の
計

画
。
今
回
も
大
雨
被
害

は
切
通
川
上
流
全
体
を

含
め
お
願
い
す
る
。

計
上
。

問
今
後
順
調
に
進
み
最

短
で
の
完
成
目
安
は
。

答
総
務
課
副
課
長　
今

年
度
に
設
計
予
算
を

上
げ
ら
れ
れ
ば
設
計
完

了
後
、
来
年
度
の
着
工

が
最
短
。

答
町
長　
執
行
状
況
が

予
算
に
迫
る
状
況
と

聞
い
て
い
る
の
で
今
後

予
算
づ
け
を
行
い
な
が

ら
、
制
度
に
つ
い
て
も

柔
軟
に
見
直
す
姿
勢
は

崩
さ
な
い
。
し
か
し
境

界
ラ
イ
ン
含
め
課
題
も

あ
る
の
で
担
当
課
と
協

議
を
し
て
い
き
た
い
。

問
現
状
４０
歳
か
ら
６０
歳

の
団
員
割
合
は
約

６１
％
で
、
訓
練
参
加
者

も
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、

活
動
し
て
い
る
。
４５
歳

を
過
ぎ
て
地
域
と
の
繋

が
り
が
増
え
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も

な
る
の
で
条
例
改
訂
を

願
う
。

答
総
務
課
副
課
長　
年

齢
制
限
を
上
げ
る
の

か
消
防
団
幹
部
と
協
議
。

安
全
な
農
作
業
へ
法
面
草
刈
改
善
は

モ
デ
ル
的
に
取
組
む

切
通
川
氾
濫
防
止
は

県
東
部
土
木
事
務
所
へ
要
望

第
４
部
格
納
庫
更
新
計
画
の
進
捗
は

土
地
所
有
者
と
調
整

危
険
木
伐
採
事
業
の
成
果
は

現
在
ま
で
に
２１
件
の
相
談
を
受
付

消
防
団
入
団
年
齢
制
限
に
つ
い
て

年
齢
制
限
に
つ
い
て
検
討
す
る

石橋　信 議員
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答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

防
が
低
い
の
で
、
土
の

う
を
積
む
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

答
建
設
課
副
課
長　
下

津
毛
地
区
か
ら
、
要

望
が
あ
り
、
県
東
部
土
木

事
務
所
に
要
望
を
伝
え
て

い
る
。
ま
た
、
今
年
度
に

浚
渫
と
伐
採
を
予
定
さ

れ
て
い
る
。

問
中
津
隈
に
切
通
川
ポ

ン
プ
場
が
あ
る
が
、

７
月
の
ポ
ン
プ
場
の
排

水
状
況
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

７
月
９
日
は
、
約
１１

時
間
ま
た
、７
月
１０
日
は
、

約
９
時
間
そ
れ
ぞ
れ
稼

働
し
て
い
る
。

目
安
を
提
示
し
て
い
る
。

問
今
後
の
進
捗
は
、
令

和
５
年
、
簡
易
パ
ー

キ
ン
グ
、
定
住
促
進
住

宅
の
着
工
、
令
和
６
年

は
文
教
施
設
の
着
工
な

の
か
。

答
創
生
室
長　
開
発
行

為
申
請
中
の
期
間
を

利
用
し
て
造
成
や
、
次
の

工
程
に
移
れ
る
よ
う
に
準

備
を
し
て
い
く
と
合
同
会

社
か
ら
聞
い
て
い
る
。
工

事
と
い
う
形
で
目
立
っ
て

い
な
い
が
、
水
面
下
で
は

い
ろ
い
ろ
進
め
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
。

問
庁
舎
に
は
、
様
々
な

人
が
車
を
使
っ
て
来

ら
れ
る
の
で
、
屋
根
付

き
の
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
を
庁
舎
の
東
側

に
作
れ
な
い
の
か
。

答
財
政
課
長　
国
土
交

通
省
で
は
、
標
準
の

設
計
に
は
、
屋
根
付
き
が

望
ま
し
い
と
あ
り
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
今
年
の
九
州
北
部
豪

雨
に
よ
る
、
切
通
川

の
越
水
状
況
と
そ
の
対

策
は
。

答
建
設
課
副
課
長　
越

水
は
、
低
温
倉
庫
の

東
側
の
箇
所
、
そ
の
約

１６０
ｍ
下
流
の
箇
所
、
ま

た
、
下
流
の
沈
み
橋
付

近
の
３
箇
所
の
越
水
箇

所
を
確
認
し
て
い
る
。

上
峰
町
と
し
て
は
、
切

通
川
河
川
改
修
事
業
の

早
期
着
工
を
県
東
部
土

木
事
務
所
へ
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。

問
沈
み
橋
付
近
と
北
側

も
、
毎
年
越
水
し
て

い
る
。
上
峰
町
側
の
堤

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
つ
ば
き
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

い
て
開
発
行
為
申
請
中

で
、
佐
賀
県
に
て
手
続
、

審
査
を
行
っ
て
い
る
段

階
と
伺
っ
て
い
る
。
同

時
に
、
関
係
官
公
署
と

の
協
議
調
整
な
ど
も
並

行
し
て
進
捗
し
て
い
る

と
伺
っ
て
い
る
。

問
定
住
促
進
住
宅
の
事

業
計
画
は
、
令
和
５

年
９
月
か
ら
令
和
７
年
３

月
に
、
設
計
期
間
、
整
備

期
間
、
令
和
７
年
３
月
に

引
き
渡
し
、
令
和
７
年
４

月
に
公
共
整
備
等
運
営
権

の
設
定
と
な
っ
て
い
て
、

こ
の
事
業
計
画
も
大
幅
に

狂
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

の
か
。

答
創
生
室
長　
実
施
方

針
を
見
ら
れ
て
い
る

と
思
う
が
、実
施
方
針
は
、

問
庁
舎
の
駐
車
場
に
は

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
利

用
し
づ
ら
く
改
善
す
る

余
地
が
あ
る
と
思
う
が
。

答
財
政
課
長　
令
和
４

年
度
も
同
様
の
意
見

を
受
け
、
検
討
し
た
が
、

予
算
や
面
積
に
限
り
が

あ
り
、
難
し
い
状
況
で

あ
っ
た
。

切
通
川
の
越
水
対
策
は

浚
渫
予
定

中
心
市
街
地
事
業
の
進
捗
は

開
発
行
為
申
請
中

庁
舎
東
側
に
駐
車
場
を

今
後
検
討

現在の庁舎東側

寺﨑　太彦 議員
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一
般
質
問

町
民
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
使
わ
れ
て
い
る

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
使
途
は

開
発
申
請
後
に
検
討
す
る

開
発
地
周
辺
の
安
全
対
策
は

問
町
で
は
町
内
の
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
（
以
下

「
事
業
者
」
と
い
う
。）
等

の
利
用
者
に
対
し
、
月
２

千
円
の
助
成
を
行
う
事
業

を
さ
れ
て
い
る
が
、
事

業
者
が
町
か
ら
事
業
の

委
託
を
受
け
な
い
場
合

は
利
用
者
は
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

こ
の
打
開
策
と
し
て

「
ミ
ネ
カ
ポ
イ
ン
ト
」
付

与
で
の
助
成
を
提
案
し

て
い
た
が
、
そ
の
検
討

結
果
は
。

答
町
長　
現
在
の
委
託

事
業
と
は
別
に
ミ
ネ

カ
ポ
イ
ン
ト
で
の
給
付

事
業
と
し
て
、
次
年
度

の
当
初
予
算
で
考
え
て

い
る
。

問
長
年
通
わ
れ
て
い
る

人
が
助
成
を
受
け
ら

れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

も
う
少
し
足
早
に
助
成

が
で
き
な
い
か
。

答
町
長　
事
業
者
と
事

務
的
な
面
で
協
議
す

る
期
間
を
必
要
と
す
る
。

問
本
年
度
の
実
施
は
で

き
な
い
か
。

答
町
長　
調
整
が
整
い

次
第
、
実
施
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

問
令
和
４
年
度
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
附
額

は
約
１０８
億
７
千
万
円
で

前
年
度
よ
り
大
幅
な
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、

経
費
を
差
し
引
い
た
約

４９
億
円
は
中
心
市
街
地

開
発
を
担
う
合
同
会
社

に
返
済
不
要
と
な
り
得

る
条
件
で
貸
し
付
け
ら

れ
て
お
り
、
開
発
以
外

の
使
途
に
は
使
え
な
い

状
況
が
あ
る
た
め
、
本

い
る
。

問
こ
れ
ま
で
の
寄
附
金

が
町
民
の
サ
ー
ビ
ス

拡
大
や
様
々
な
事
業
に

充
て
ら
れ
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
り
承
知
し
て

い
る
が
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
基
金
残
高
の
減
少

が
み
ら
れ
る
中
で
、
令

和
４
年
度
か
ら
納
税
さ

れ
る
寄
附
金
の
使
途
は

中
心
市
街
地
に
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
今
後
寄

附
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
納

税
を
中
心
市
街
地
以
外

の
事
業
に
も
使
え
る
よ

う
使
途
の
拡
充
が
必
要

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
開
発
に
伴
い

信
号
機
設
置
な
ど
の
安

全
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
町
の
考
え
は
。

答
総
務
課
副
課
長　

※
ゾ
ー
ン
３０
プ
ラ
ス

の
設
置
を
検
討
し
て
い

機
の
設
置
や
中
の
尾
団

地
か
ら
パ
チ
ン
コ
店
駐

車
場
に
通
じ
る
道
路
の

三
差
路
も
危
険
で
あ
り
、

改
善
の
必
要
性
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

答
町
長　
開
発
申
請
で

求
め
ら
れ
る
こ
と
が

は
っ
き
り
し
た
後
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

年
度
以
降
に
寄
附
さ
れ

る
ふ
る
さ
と
納
税
を
住

民
の
生
活
に
直
接
関
わ

る
事
業
に
も
使
え
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

答
町
長　
決
算
添
付
資

料
に
あ
る
よ
う
に
、

令
和
４
年
度
も
つ
ば
き

ま
ち
づ
く
り
Ｃ
Ｇ
Ｆ
以

外
の
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
や
道
路
な
ど
様
々

な
50
の
事
業
に
充
て
て

と
考
え
る
が
。

答
町
長　
ど
ん
な
意
味

が
あ
る
の
か
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
財
政
は
安

定
し
健
全
。
将
来
負
担

比
率
は
０ゼ
ロ

で
あ
り
、
健

全
な
財
政
運
営
と
中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
両

立
さ
せ
る
信
念
は
変
わ

ら
な
い
。
合
同
会
社
の

調
達
す
る
資
金
を
減
ら

す
目
的
以
外
に
ど
う
い

う
目
的
が
あ
っ
て
、
過

去
の
基
金
を
使
わ
ず
、

今
年
度
の
寄
附
金
を
使

う
べ
き
と
言
わ
れ
る
の

か
が
分
か
ら
な
い
。

る
。
ま
た
、
開
発
申
請
段

階
に
お
い
て
様
々
な
機

関
か
ら
意
見
が
出
さ
れ

る
の
で
、
そ
の
意
見
に

対
応
し
た
安
全
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
と
考
え
る
。

問
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
西

側
の
三
差
路
に
信
号

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
利
用

者
に
対
す
る
助
成
は

調
整
が
整
い
次
第
、
実
施
す
る 原　直弘 議員

※
ゾ
ー
ン
３０
プ
ラ
ス
と
は
…
生

活
道
路
に
お
け
る
歩
行
者
や
自

転
車
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
交
通
安

全
対
策
の
一
つ
。
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一
般
質
問

開
発
行
為
申
請
中

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進
捗
は

基
本
設
計
を
行
っ
た

坊
所
児
童
公
園
改
修
計
画
は

問
７
月
の
九
州
北
部
豪

雨
に
よ
り
こ
の
事
業

地
か
ら
の
雨
水
が
ト
ラ

イ
ア
ル
前
の
県
道
に
流

れ
込
み
、
氾
濫
を
起
こ

し
て
い
る
。
こ
の
事
業

地
の
調
整
池
の
で
き
る

間
、
排
水
計
画
は
ど
う

さ
れ
る
か
。

答
創
生
室
長　
開
発
行

為
申
請
に
関
し
て
は

合
同
会
社
で
行
っ
て
お

り
、
内
容
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
こ
の
場
で
の

説
明
は
し
か
ね
る
と
こ

ろ
。
一
般
的
に
調
整
池

部
分
を
含
む
開
発
工
区

と
い
う
の
は
、
比
較
的

早
め
に
整
備
し
、
完
了

公
告
を
す
る
よ
う
な
形

で
指
導
さ
れ
る
と
思
う
。

問
こ
の
事
業
地
は
、
解

体
が
終
わ
り
更
地
の

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
の
ほ
う
で
判
断
さ

問
６
月
議
会
に
て
全
体

的
な
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、
開
発

行
為
許
可
後
に
造
成
、
令

和
５
年
度
に
簡
易
パ
ー
キ

ン
グ
及
び
定
住
促
進
住
宅

の
着
工
、
令
和
６
年
度
に

文
教
施
設
の
着
工
を
め
ど

に
、
体
育
館
に
つ
い
て
は

実
施
計
画
策
定
を
本
年
度

行
う
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
開
発
行
為
許
可
も
ま

だ
下
り
て
い
な
い
よ
う
だ

が
、
内
容
的
に
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
つ
ば
き
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
開
発
行
為
申
請
中
と
な

問
令
和
４
年
度
に
策
定

さ
れ
た
坊
所
児
童
公

園
改
修
計
画
の
内
容
は
。

答
創
生
室
長　

昨
年

度
、基
本
設
計
を
行
っ

た
。
公
民
連
携
手
法
を

模
索
す
る
た
め
、
※
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

を
行
い
、
民
間
事
業
者

の
感
度
を
模
索
し
た
上

で
方
向
性
を
検
討
す
る
。

現
状
で
、
県
道
側
に
土

水
路
を
掘
ら
れ
下
流
の

外
記
の
た
め
池
へ
土
砂

を
伴
っ
た
雨
水
が
流
れ

込
む
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
調
整
池
が
で
き
る

間
、
こ
の
よ
う
な
状
態

の
ま
ま
で
良
い
か
。

答
産
業
課
長　
現
在
、

外
記
の
た
め
池
に
つ

い
て
は
、
県
営
事
業
の

調
査
、
計
画
の
業
務
中

で
、
そ
の
中
で
上
流
か

ら
の
流
れ
に
つ
い
て
詳

し
く
見
て
い
き
た
い
。

れ
る
内
容
か
と
思
う
。

る
。佐
賀
県
に
て
手
続
き
、

審
査
を
行
っ
て
い
る
段
階

と
伺
っ
て
い
る
。同
時
に
、

関
係
官
公
署
と
の
協
議
、

調
整
な
ど
も
並
行
し
て
進

捗
し
て
い
る
旨
、
伺
っ
て

い
る
と
こ
ろ
。
ま
た
Ｐ
Ｆ

Ｉ
を
活
用
し
て
実
施
す
る

定
住
促
進
住
宅
整
備
に
向

け
た
手
続
き
も
着
々
と
進

行
し
て
い
る
。

問
ま
だ
開
発
行
為
許
可

が
下
り
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
現
場
的
に

は
進
ん
で
い
な
い
よ
う

で
理
解
し
た
。
で
は
開

発
行
為
許
可
が
下
り
る

前
に
工
事
発
注
業
者
と

の
契
約
等
は
で
き
る
か
。

問
７
月
の
地
区
懇
談
会

に
て
西
側
へ
の
拡
張

の
意
見
が
出
た
が
、
そ

の
検
討
は
。

答
創
生
室
長　
拡
張
の

想
定
は
し
て
い
な
い

状
況
だ
が
、
公
民
連
携

事
業
で
模
索
を
し
て
い

く
の
で
、
地
域
の
方
々

が
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

ほ
う
に
参
加
し
て
構
わ

な
い
と
思
う
。

坊所児童公園

現在の中心市街地活性化事業用地

江﨑　文男 議員

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

雨
水
対
策
は

調
整
池
部
分
は
、
比
較
的
早
め
の
整
備

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
と
は
…
行
政
と
事
業
者
と
の
意

見
交
換
等
を
通
じ
て
、
公
共
用
地
の
利
活
用
等
の
事
業
に
対
す
る

様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
意
見
を
把
握
す
る
調
査
。
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一
般
質
問

問
６
月
定
例
会
で
質
問

し
て
い
た
支
援
員
の
労

働
環
境
改
善
の
状
況
は
。

答
財
政
課
長　
６
月
定

例
会
で
の
質
問
を
受

け
、
集
落
支
援
員
用
の

ロ
ッ
カ
ー
を
設
置
し
、
更

衣
室
で
着
替
え
や
休
憩
が

で
き
る
よ
う
整
備
し
た
。

問
夏
場
の
熱
中
症
対
策

や
安
全
対
策
状
況
に

つ
い
て
、
野
外
で
の
作

業
に
対
応
し
た
空
調
服

や
万
が
一
に
備
え
た
経

口
補
水
飲
料
や
救
急
箱

は
備
え
て
い
る
の
か
。

答
産
業
課
長　
支
援
員

に
限
ら
ず
職
員
用
の

携
帯
の
備
え
も
な
い
の

で
、
今
後
勉
強
し
た
い
。

問
特
産
品
開
発
や
農
村

交
流
な
ど
の
考
え
は
。

答
産
業
課
長　
現
在
、

支
援
員
が
主
に
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
は
地

区
か
ら
の
要
望
と
し
て

上
が
っ
て
き
た
有
害
鳥

獣
対
策
や
水
草
対
策
で

あ
る
。
今
後
も
地
域
の

要
望
を
考
慮
し
て
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
で

あ
れ
ば
研
修
会
な
ど
も

行
い
な
が
ら
、
内
容
を

勘
案
し
つ
つ
取
り
組
み

た
い
。

問
狩
猟
免
許
取
得
等
補

助
金
の
活
用
状
況
は
。

答
産
業
課
長　
平
成
２９

年
度
か
ら
令
和
２
年

度
ま
で
で
５
名
が
取
得

し
、
う
ち
２
名
が
鳥
獣

被
害
対
策
に
従
事
し
て

い
る
。
交
付
実
績
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
た
め
、

補
助
金
の
ア
ピ
ー
ル
や

周
知
に
つ
と
め
て
い
き

た
い
。

問
自
分
の
町
は
自
分
た

ち
で
守
る
た
め
、
町

独
自
の
捕
獲
組
織
育
成

の
考
え
は
。

答
産
業
課
長　
町
内
で

狩
猟
免
許
取
得
者
に

は
補
助
金
や
研
修
を
実

施
し
て
い
る
が
、
従
事

者
が
な
か
な
か
増
え
な

い
現
状
で
あ
る
。

問
近
隣
市
町
の
支
援
員

と
の
交
流
や
研
修
は
。

答
産
業
課
長　
他
市
町

の
支
援
員
と
の
交
流

問
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

め
る
よ
う
ど
の
よ
う

な
工
夫
を
し
て
い
る
か
。

答
産
業
課
長　
９
月
に

水
鉄
砲
に
よ
る
対
戦

型
イ
ベ
ン
ト
「
ウ
ォ
ー

タ
ー
ガ
ン
サ
バ
イ
バ
ル
」

を
開
催
す
る
な
ど
子
ど

も
と
一
緒
に
楽
し
め
る

触
れ
合
い
型
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
る
。
カ

ミ
フ
ェ
ス
に
つ
い
て
も

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

特
産
品
販
売
な
ど
を
専

門
部
会
で
検
討
し
て
お

問
猟
友
会
に
属
さ
な
い

者
で
も
ハ
ン
タ
ー
保

険
な
ど
条
件
を
満
た
せ

ば
有
害
捕
獲
許
可
は
申

請
で
き
る
よ
う
要
件
の

見
直
し
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答
町
長　
ハ
ン
タ
ー
保

険
に
つ
い
て
は
猟
友

会
と
の
決
別
を
意
味
す

る
と
受
け
止
め
ら
れ
て

し
ま
う
た
め
、
慎
重
に

な
る
べ
き
で
あ
る
。
猟

友
会
三
養
基
支
部
に
上

峰
町
民
が
お
ら
ず
、
当

事
者
意
識
が
芽
生
え
な

い
こ
と
が
原
因
で
離
脱

す
る
人
が
多
い
の
で
あ

れ
ば
、
い
ず
れ
は
猟
友

会
上
峰
支
部
を
組
織
す

る
こ
と
を
目
標
に
捕
獲

隊
を
組
織
し
た
い
。

に
よ
り
業
務
の
幅
が
広
が

る
こ
と
は
望
ま
し
い
の
で

考
え
を
進
め
た
い
。

り
、
関
係
機
関
と
調
整

中
で
あ
る
。
今
後
も
盛

り
上
が
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
に
し
た
い
。

町
内
の
狩
猟
免
許
取
得
者
の
状
況
は

取
得
者
が
増
え
ず
伸
び
悩
ん
で
い
る

カ
ミ
フ
ェ
ス
等
イ
ベ
ン
ト
開
催
状
況
は

例
年
ど
お
り
実
施

今年開催したウォーターガンサバイバル 第１回カミフェスの様子

蔵戸 新 議員

集
落
支
援
員
の
活
動
内
容
拡

充
の
考
え
は

地
域
の
要
望
を
考
慮
し
進
め
る
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一
般
質
問

問
本
年
７
月
上
旬
の
大

雨
で
は
警
報
が
発
令

さ
れ
た
が
被
害
状
況
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

人
的
被
害
や
住
宅
被

害
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

障
害
等
は
い
ず
れ
も
な

い
。
一
方
で
道
路
の
冠

水
が
町
内
の
中
南
部
地

区
で
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
、
林
道
の
法
面
崩

壊
が
３
箇
所
、
河
川
、

水
路
の
護
岸
崩
壊
、
洗

堀
等
が
５
箇
所
、
鎮
西

山
内
の
道
路
の
法
面
崩

壊
等
が
６
箇
所
、
町
道

の
法
面
崩
壊
が
１
箇
所

発
生
し
て
い
る
。
農
作

物
関
連
で
は
、
水
稲
や

問
危
険
箇
所
等
へ
の
防

災
カ
メ
ラ
設
置
の
考

え
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

県
か
ら
の
支
援
を
受

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
進
捗
は
。

答
創
生
室
長　
全
体
的

な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
合
同

会
社
つ
ば
き
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

い
て
開
発
許
可
後
、
造

成
に
入
り
、
令
和
５
年

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
関
連
の

農
地
約
128
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
冠
水
し
て
い
る
。

問
６
月
定
例
会
の
際
、

危
機
管
理
対
策
監
の

答
弁
で
、
ハ
ー
ド
対
策

と
し
て
、
補
助
金
等
を

活
用
し
た
道
路
冠
水
対

策
、
ク
リ
ー
ク
の
浚
渫
、

水
門
の
電
動
化
等
実
施

す
る
旨
の
言
及
が
あ
り
、

全
て
は
完
了
し
て
い
な

い
と
思
う
が
、
今
回
の

災
害
に
お
け
る
効
果
に

つ
い
て
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

ク
リ
ー
ク
の
事
前
排

水
を
警
報
発
表
の
約
２９

時
間
前
か
ら
実
施
い
た

け
、
大
雨
時
に
浸
水
の

情
報
を
知
ら
せ
る
水
位

計
や
監
視
セ
ン
サ
ー
を

町
内
河
川
や
道
路
等
１４

箇
所
に
設
置
し
て
お
り
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て
情
報
発
信
を
し

て
い
る
。
防
災
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
も
、

河
川
監
視
用
と
し
て
県

へ
要
望
し
て
い
る
が
、

設
置
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
引
き
続
き
要
望
を

継
続
し
て
い
く
。

問
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
る
自
治
体
は
県
内

に
１０
市
町
あ
る
。
先
の
答

弁
の
被
災
箇
所
は
災
害
が

多
発
し
て
い
る
印
象
が
あ

り
、
県
へ
の
要
望
と
合
わ

せ
て
町
独
自
に
も
設
置
す

る
の
が
望
ま
し
い
。も
し
、

カ
メ
ラ
の
映
像
を
見
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
町
民
が
、

避
難
す
る
か
ど
う
か
の
判

断
の
指
標
に
な
っ
た
り
、

度
に
簡
易
パ
ー
キ
ン
グ

及
び
定
住
促
進
住
宅
の

着
工
、
令
和
６
年
度
に

文
教
施
設
の
着
工
を
目

途
と
し
、
体
育
館
に
つ

い
て
は
実
施
計
画
書
を

本
年
度
策
定
し
、
以
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見

通
す
こ
と
と
な
る
。

消
防
団
の
活
動
が
円
滑
に

行
え
る
の
で
は
と
考
え

る
。
県
へ
の
要
望
と
合
わ

せ
て
、
町
内
の
災
害
多
発

地
区
に
カ
メ
ラ
設
置
の
考

え
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

現
在
水
位
計
や
浸
水

セ
ン
サ
ー
を
浸
水
把
握

の
手
段
と
す
べ
く
、
定

着
化
、
実
用
化
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
。
監
視

カ
メ
ラ
に
つ
い
て
当
面

は
、
県
に
要
望
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。

防
災
カ
メ
ラ
設
置
の
考
え
は

河
川
監
視
用
と
し
て
県
に
要
望
を
続
け
る

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進
捗
は

開
発
許
可
後
、
今
年
度
よ
り
造
成
に
入
る

７
月
の
大
雨
対
策
に
関
す
る
効
果
は

事
前
排
水
の
成
果
が
大
き
か
っ
た

だ
い
た
結
果
、
豪
雨
発

生
前
に
ク
リ
ー
ク
の
水

位
を
大
き
く
下
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
成

果
が
大
き
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

鈴木　千春 議員

電動化された水門

上峰町防災サイト（水位情報） 上峰町防災サイト（町内の浸水情報）
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一
般
質
問

問
今
回
の
判
断
は
ど
こ

で
、
ど
の
よ
う
に
決

ま
っ
た
の
か
。

答
町
長　

報
道
を
見

て
、私
が
判
断
し
た
。

問
当
町
が
負
担
す
る
費

用
は
。

答
創
生
室
長　
実
際
に

移
植
す
る
前
に
見
積

り
徴
取
を
考
え
て
い
る
。

問
今
回
、
当
町
に
お
い

て
引
き
受
け
る
に
当

た
っ
て
、
こ
れ
は
予
算

を
伴
う
も
の
な
の
で
、

議
会
に
予
算
を
諮
る
べ

き
も
の
だ
っ
た
と
考
え

る
が
。

答
町
長　
鎮
西
山
は
５

か
年
で
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
予

算
を
既
に
い
た
だ
い
て

お
り
、
マ
ザ
ー
ツ
リ
ー

を
植
え
る
計
画
に
な
っ

て
い
る
。

　

鎮
西
山
は
５
か
年
で

国
の
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
予
算
を
既
に

議
会
に
い
た
だ
い
て
い

る
。問

今
回
の
佐
賀
駅
南
の

ク
ス
ノ
キ
で
は
な
い

木
の
移
植
の
予
算
を
組

ん
で
い
た
こ
と
は
初
め

て
知
っ
た
が
。

答
町
長　
（
マ
ザ
ー
ツ

リ
ー
植
樹
を
含
む
）

鎮
西
山
再
整
備
の
整
備

費
用
に
つ
い
て
は
既
に

議
決
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
高
額
が
か
か
る
大

木
の
調
達
を
無
償
で
引

き
受
け
る
こ
と
で
コ
ス

ト
縮
減
に
な
る
と
判
断

し
て
い
る
。

問
今
回
の
２
０
２
４
国

ス
ポ・全
障
ス
ポ
が
、

来
年
の
５
月
か
ら
１０
月

に
か
け
て
、
当
町
に
お

い
て
も
５
種
目
の
競
技

が
行
わ
れ
る
。
５
月
は

全
障
ス
ポ
オ
ー
プ
ン
競

技
の
風
船
バ
レ
ー
が
体

育
セ
ン
タ
ー
や
小
中
学

校
の
体
育
館
で
、
６
月

に
は
国
ス
ポ
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
シ
ャ
ッ
フ
ル

ボ
ー
ド
、
ク
ッ
ブ
と
い

う
種
目
が
体
育
セ
ン

タ
ー
で
、
１０
月
に
は
全

障
ス
ポ
の
正
式
競
技
と

し
て
フ
ッ
ト
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
、
国
ス
ポ
正

式
競
技
と
し
て
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
少
年
男
子
が
中

央
公
園
に
て
行
わ
れ
る
。

当
町
は
町
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
自

然
や
歴
史
資
源
を
活
用

情
報
交
換
、
連
絡
調
整

を
適
宜
行
う
。
ま
た
、

選
手
の
皆
さ
ん
に
実
力

を
出
し
切
っ
て
試
合
を

し
て
も
ら
う
こ
と
や
保

護
者
、
応
援
の
皆
さ
ん

に
安
全
安
心
に
気
持
ち

よ
く
会
場
内
を
観
覧
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
受

付
、
案
内
、
駐
車
場
、

警
備
等
の
ス
タ
ッ
フ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
は
正

確
か
つ
適
切
な
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
、接
遇
マ
ナ
ー

研
修
を
実
施
し
、
歓
迎

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
、

思
い
出
に
残
る
大
会
に

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
ま
た
上
峰

町
の
観
光
や
産
業
等
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
訪
れ
た
い
と
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
心

を
込
め
た
お
も
て
な
し

を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

し
た
ま
ち
づ
く
り
及
び

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健

康
の
ま
ち
づ
く
り
を
上

げ
て
い
る
。
今
回
、
当

町
で
行
わ
れ
る
こ
と
は

名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
と
な
い
絶
好
の
機

会
と
考
え
る
が
、
お
も

て
な
し
や
P
R
な
ど
の

準
備
、計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
生
涯
学
習
課
長　
大

会
会
場
で
あ
る
中
央

公
園
に
お
い
て
、
エ
ビ

フ
ラ
イ
や
プ
リ
ン
等
、

地
元
特
産
品
の
紹
介
、

試
食
ブ
ー
ス
、直
売
ブ
ー

ス
等
を
設
け
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
商
工
会
や
特
産

品
生
産
者
等
へ
令
和
６

年
４
月
頃
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
等
の

活
用
に
よ
る
、
出
店
募

集
の
周
知
を
し
な
が
ら
、

佐
賀
駅
南
の
ク
ス
ノ
キ
の
引
受
け
に
つ
い
て

鎮
西
山
再
整
備
費
用
の
範
囲

大川　徹也 議員

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

お
も
て
な
し
の
Ｐ
Ｒ
の
準
備
・
計
画
は

安
全
安
心
、
心
の
こ
も
っ
た
歓

迎
と
案
内
を
行
う
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議
会
活
動

　

令
和
５
年
８
月
２９
、

３０
日
の
日
程
で
広
報
編

集
委
員
会
の
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
広
報
編
集

委
員
会
（
鈴
木
、
吉
田
、

江
﨑
、
石
橋
、
蔵
戸
）。

　

研
修
の
内
容
は
、
１

日
目
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
主
催
『
令
和

５
年
度
議
会
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
』
へ
の
参
加
。

　

２
日
目
は
、『
新
聞
ク

リ
ニ
ッ
ク
』
受
講
と
新

聞
博
物
館
見
学
と
な
り

ま
す
。研

修
１
日
目

　

東
京
都
千
代
田
区
に

あ
り
ま
す
全
国
町
村
議

員
会
館
に
て
、「
議
会
広

報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
参

加
し
、
議
会
広
報
に
関

す
る
講
義
と
参
加
町
村

の
議
会
広
報
を
講
師
に

講
評
頂
き
ま
し
た
。
講

師
で
あ
り
ま
す
金
井
氏

は
、
東
京
都
江
戸
川
区

の
広
報
課
の
職
員
と
し

て
の
経
験
を
お
持
ち
で
、

現
在
は
、
自
治
体
広
報

広
聴
研
究
所
の
代
表
理

事
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

講
義
の
内
容
は
、
情

報
の
表
現
と
し
て
、
視

認
性
・
可
読
性
・
判
読

性
・
デ
ザ
イ
ン
性
の
４

点
に
配
慮
し
て
読
者
の

理
解
を
促
す
編
集
に
努

め
る
こ
と
な
ど
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
評
結
果
に
つ
い
て

は
、
色
合
が
整
っ
て
お

り
う
ま
く
表
現
さ
れ
て

い
る
旨
の
評
価
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

研
修
２
日
目

　

神
奈
川
県
横
浜
市
に

あ
り
ま
す
ニ
ュ
ー
ス
パ
ー

ク
（
日
本
新
聞
博
物
館
）

に
て
『
新
聞
ク
リ
ニ
ッ

ク
』
を
受
講
し
ま
し
た
。

講
師
は
元
新
聞
記
者
の

平
沼
氏
で
講
義
と
当
町

の
議
会
広
報
を
講
評
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
義
内
容
は
、
ど
ん

研
修
を
終
え
て

　
こ
の
度
の
研
修
で
は
、

読
者
を
選
ば
な
い
編
集
、

目
を
惹
く
タ
イ
ト
ル
や

理
解
を
促
す
リ
ー
ド
文

や
注
釈
な
ど
情
報
が
一

歩
通
行
に
な
ら
な
い
読

ん
で
い
た
だ
け
る
編
集

が
重
要
だ
と
改
め
て
、

再
認
識
し
ま
し
た
。

　

合
わ
せ
て
、
研
修
で

は
、
他
町
村
の
議
会
報

に
つ
い
て
も
講
評
が
あ

り
良
い
点
は
当
町
の
議

会
報
に
も
反
映
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
、

私
た
ち
広
報
編
集
委
員

会
は
、
研
修
で
学
ん
で

き
た
こ
と
を
吸
収
し
、

見
や
す
く
伝
わ
る
広
報

づ
く
り
に
、
引
き
続
き

努
め
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
内
容
が
本
文
に
記
載

さ
れ
て
い
る
の
か
、
本

文
に
誘
導
す
る
タ
イ
ト

ル
や
リ
ー
ド
文
が
必
要
。

　

ま
た
、
議
会
広
報
の

み
で
完
結
せ
ず
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
会
議
録
ま

で
参
照
し
た
く
な
る
よ

う
な
編
集
を
心
が
け
る

な
ど
、
ご
教
示
い
た
だ

き
ま
し
た
。
加
え
て
、

読
者
が
自
然
と
記
事
を

読
め
る
目
線
を
意
識
し

た
レ
イ
ア
ウ
ト
が
望
ま

し
く
、
参
考
と
し
て
は

新
聞
記
事
を
参
考
に
し

て
は
と
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
編
集
委
員
会
研
修
報
告�

委
員
長　
鈴
木　
千
春

情報の表現判読性 可読性

視認性

デザイン性

議会広報クリニック受講の様子

新聞クリニック受講の様子

新聞クリニック受講の様子ニュースパーク（日本新聞博物館）
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■
編

集
／

議
会

広
報

編
集

委
員

会
　

☎
0952−

52−
2184

■
上

峰
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 
上
峰
町

検
　
索
➡➡

上
峰

議
会

だ
よ

り
　

207号
　

令
和

５
年

10月
24日

発
行

■
発

行
／

佐
賀

県
上

峰
町

議
会

　住
所

／
上

峰
町

大
字

坊
所

383番
地

１

議
会
だ
よ
り　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
鈴
木　
千
春

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
江
﨑　
文
男

�

委
員　
　
　
石
橋　
　
信

�

委
員　
　
　
蔵
戸　
　
新

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
私
は
還
暦
野
球
の
チ
ー
ム
で
仲
間

た
ち
と
野
球
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
前
に
痛
め
て
い
た
左
ひ
ざ
の
状
態
が
悪

く
、
野
球
仲
間
の
紹
介
で
佐
賀
市
の
病
院
で
診
て
も

ら
っ
た
ら
「
左
変
形
性
膝
関
節
症
」
と
診
断
さ
れ
、
こ

の
一
年
は
リ
ハ
ビ
リ
し
な
が
ら
練
習
や
試
合
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
６０
半
ば
に
な
り
ま
す
と
、
な
か
な
か
完
治
が
遅
い
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
来
年
の
春
に
は
左
ひ
ざ
の
完
治

を
目
指
し
、
ま
た
他
の
部
位
が
痛
ま
ぬ
よ
う
リ
ハ
ビ
リ

筋
ト
レ
に
頑
張
り
ま
す
。

　
皆
様
も
体
だ
け
は
無
理
せ
ず
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。�

（
江
﨑
）

あ
と
が
き

行事への参加� ７月～９月

８月４日　上峰町戦没者追悼式
　　２7日　�上峰町近圏少年剣道錬

成大会
　　３1日　県内全議員研修会
９月９日　上峰中学校体育大会
　　２4日　上峰町敬老会

　私たち上峰空手クラブは三好先生ご指導の下、自立と成長を大切にし
日々稽古に励んでいます。幼児から大人まで、随時見学や体験を受付中です。お子様の成長やご自身
の健康のため、私たちと一緒に空手を始めてみませんか。

【場　　所】上峰町社会体育施設（武道館）
【練習日時】毎週　火・水・木　19：00～20：30

新しい発見！

クラブ
の紹介 「上峰空手クラブ」

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会
を傍聴していただき、ありが
とうございます。
　次回の定例会の会期は、12
月１日（金）から12月８日（金）
までを予定しています。一般
質問は12月４日（月）及び５
日（火）の予定です。

☎070-3770-3023（大隈）問い合わせ
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